
 

 

公益社団法人 会津青年会議所理事・監事選任規程 

 

 

第 1 章 総  則 

（目的） 

第 1 条 本規程は公益社団法人会津青年会議所定款に基づき、理事及び監事の選任に関す

る事項を定めることを目的とする。 

 

第 2 章 理事・監事選考委員会 

 

（設置） 

第 2 条 本会は、次期理事・監事選出のため次期理事・監事選考委員会（以下「選考委員

会」）を設置する。 

（職務） 

第 3 条 選考委員会は、正会員の中から定款に定められた人数の範囲で、次期理事候補者

（以下「理事候補者」）、次期監事候補者（以下「監事候補者」）を選出し、総会

に推薦しなければならない。 

2 監事が任期途中の場合は理事候補者の選出のみとする。 

（委員会の構成） 

第 4 条 選考委員会は当該年度理事長を含む 9名の委員により構成される。 

（委員の選任） 

第 5 条 当該年度理事長を除く 8 名の委員の選出は、8 名連記の投票にて正会員中より正

会員によって選挙される。 

   2 同票数の場合は本会議所在籍年数の長い会員を優先する。 

3 同票数であり、且つ本会議所在籍年数も同様の場合は、生年月日の早い会員を

優先する。 

（選挙管理） 

第 6 条 選挙日は理事会が決定し、理事会は選挙を管理する。 

（委員会の解散及び再選挙） 

第 7 条 総会にて、選考委員会の推薦した理事候補者・監事候補者が否認された場合は、

選考委員会は自動的に解散され、直ちに新たな選考委員を選任する選挙を行わな

ければならない。但し、解散された選考委員会の委員の再任を妨げない。 

 

 



第 3 章 理事の選任等 

 

（選任） 

第 8条 理事予定者は、選考委員会の推薦する理事候補者が、総会にて各々承認されること

により選出される。 

2 次期理事は8月定時総会にて選出された理事候補者が、12月定時総会にて各々の

職務分担別に承認されることにより選任される。 

（理事予定者会議） 

第 9 条 8 月定時総会において選出された理事予定者は、速やかに理事予定者会議を開催

し、次期理事の職務分担等につき協議し職務分担を決定するものとする。 

   2 理事予定者は、決定した職務分担を速やかに当該年度の理事会に報告し、次期理

事長候補者は次期理事会を組織し必要な事項を協議しなければならない。 

 

（欠員の補充） 

第 10 条 任期中に理事長、副理事長、専務理事に欠員を生じた場合は、理事の互選により

補充される。理事に欠員を生じた場合には､本規程の手続きにより選任される。 

 

第 4 章 監事の選任等 

 

（監事の選任等） 

第 11 条 監事予定者は、選考委員会の推薦する監事候補者が、総会にて各々承認されるこ

とにより選出される。 

2 次期監事は 8 月定時総会にて選出された監事予定者が 12 月定時総会にて各々承

認されることにより選任される。 

第 12条 監事の任期途中で制限年齢に達し、正会員でなくなった場合、特別会員の資格を

得た上で、引き続きその任期の満了までは監事としての責務を負い、職務を担う

ものとする。 

 

 

第 5 章 規程の改廃 

 

（改廃） 

第 13 条 本規程の改廃は理事会の議決による。 

 

附  則 

 



本規程の変更は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益

財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律（以下「整備

法」という。）第 106 条第 1項に定める公益社団法人の設立の登記の日から施行する。 


